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【目的 】近年 、 同種移植や 免疫療法 を 目的とし た健 常人 ドナ ーや高齢者か らの ア フ ェ レ シ ス が増加 し、安

全 な処置 に 関する我が 国の 規準整備が急務 になっ て い る。当院 に おける同種移植 の ため の ドナ
ー・ア フ

ェ レ シ ス の 現状 を検討 した。

【方法 】同種移植 目的の ドナ
ー

ア フ ェ レ シ ス は 、外来で 医師が ドナ
ー
候補者 に対してチ ェ ッ クリス トに基い

て 健診 ・説 明を行 い 同意書を得る 。 ドナ
ー

は金 曜 日に入 院し、クリニ カル ・パ ス に 沿っ て 、当 日か ら G −

CSF 皮下注 を開 始し、4 日目か ら移植病棟 に隣…接した細胞採 取室 で ア フ ェ レ シ ス を行 う。 採取時は技師

が機器を管理 し、担当医がドナ
ー

の 管理を行う。心電図 モ ニ タ
ー

あるい は SaO2 モ ニ タ
ー

、 および血圧 測

定をワ
ー

クシ
ー

トに 沿 っ て 行 い 有害事象 の 早期発見 に努めて い る 。 目標の CD34 陽性細胞数 の 採取終

了翌 日 に退院とする。1999年 1月か ら 2002 年 3 月 まで に当院で 施行 した同 種移植 目的の ドナ
ー

ア フ ェ

レ シ ス 319回 153例を対象 にこ れまで経験 した有害事象や問題点を検討し た。

【結果 】重大な有害事象 は経験 して い ない が 、ドナ
ー

へ の 説明不足の 可能性 、入 院の 要 否、採取 中の 責

任体制、退院後の フ ォ ロ
ー

、poor 　mobilizer など へ の ガイドライン の 必 要性 な どが課 題 として あが っ た。

【結論 】将 来的に 、骨髄 バ ン クで の 末梢血 幹細胞 採取導入 や 外来 で の 採 取も念頭にお き、施設 内の 体制

の 再整備が必 要と考えられ た。
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【はじめに 】当輸血 部で行 っ た同種 末 梢血幹細胞採 取 （Allo−PBSC ）の 効率と安全 性 に つ い て 、日本造血

幹細胞移植 学会 ・
日本輸 血学会 のガイドライン と比較 し検討した。

【対象 】2001．2−2002．3 まで の 同種末梢血 幹細胞採 取ドナ
ー12 名 （20 回採 取）である。

【結果 】ドナ
ー

年齢は 13−54歳（中央値 37．5）、体重は 39．8−66．7kg （中央値 55．9）で あっ た。採取前 GCS −F

を4か ら5 日間投与し COBE −Spectraにて GCS −F 投与後 4か ら5 日 目に採 取した。処 理血 液量 は原則とし

て 体内循環血 液量 （TBV ）の 2 倍とし 6214−11018ml （中央値 7565．5）で あり、採取時間 184−266mln （中央

値 224．5）、採取 された CD34 陽性細胞 は 130．8−490．4x106（中央値 246．6xlO6）で あっ た 。

一
回 目の ア フ ェ

レーシ ス にお ける血小板減少率は 14．8−49．9％（中央値 38．5）で り、採 取に伴うクエ ン 酸 中毒に対 し 、 グル コ

ン 酸カル シウム を 5−10ml／hrを投与し た。またア フ ェ レ
ー

シ ス に先立ち当部 の 看護婦が 採取前ドナー
を訪

問、あるい は直接ドナ
ー

に採 血 室 の 見学と説 明を行 っ た 。

【まとめ】日本造血 幹細胞 移植 学会 ・
日本輸血 学会の ガイドライン に沿 っ て Allo−PBSC を実施 するこ とで 、

処理 量 ・CD34 採 取数 ・
クエ ン酸 中毒等 問題なく終 了した。さらに看護婦 による採取前説 明等を実施する

ことで 、ドナ
ー

の 緊 張・不安を緩和するこ とが 出来 、採取血 管状態 の 確認 にも役 立 っ た 。 しか し採 取時間

は 180min を越 える場合 があり、ドナ
ー

の 拘束時間を短縮する必 要性 があっ た。

一 87 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


